
9:20 ～ 受付

◎開会式

10:00 ～10:20 開会、局長挨拶、審査員紹介

◎発表会

課題

番号
所　属 発表者 及び 共同発表者 部　門

10:30 ～ 10:50 S1 ケヤキ若齢人工林の成長と土壌調査 森林技術・支援センター 安藤　博之 森林保全部門

10:50 ～ 11:10 S2

○森林整備センター

　　関東整備局

●森林総合研究所

○江尻　史　○前田　宗春

●飯島　勇人
森林保全部門

11:10 ～ 11:30 S3 南会津地域におけるナラ枯れの現状と対策 会津森林管理署 南会津支署 櫻井　勝 森林保全部門

11:30 ～ 11:50 S4 伊豆署職員実行による二ホンジカ捕獲のこれまでとこれから 伊豆森林管理署 藤垣　遼大 森林保全部門

11:50 ～ 12:10 S5

○静岡大学農学部

　　生物資源科学科 ４年

●静岡大学農学部 准教授

◇日本甜菜製糖(株)  研究員

○大岩　胡春

●花岡　創

◇佐々木　壮規

森林技術部門

12:10 ～ 13:10 昼休憩（1時間）

13:10 ～ 14:15   ポスター発表コアタイム（発表課題は別紙参照）　前半30分（13:10～13:40）、後半30分（13:45～14:15）

14:15 ～ 14:25 休憩（10分）

14:25 ～ 14:45 S6 シカ捕獲のための2種の誘引式くくりわなの比較 栃木県林業センター 研究部 丸山　哲也 森林技術部門

14:45 ～ 15:05 S7 栃木県におけるスマート林業の取組について
栃木県 環境森林部

環境森林政策課 環境立県戦略室
山本　俊輔 森林技術部門

15:05 ～ 15:25 S8 造林事業における大型ドローン運搬について 静岡森林管理署 宮原　直也 森林技術部門

15:25 ～ 15:35 休憩（10分）

15:35 ～ 15:55 S9

○天竜森林管理署

●静岡県農林技術研究所

　森林・林業研究センター

○吉村　和也　　○宮内　基好

●福田　拓実　　●山田　晋也
森林技術部門

15:55 ～ 16:15 S10 下越森林管理署 熊丸　慧 森林技術部門

16:15 ～ 16:35 S11 会津森林管理署
髙鷲　淳一　　髙栁　修延

柴田　風衣
森林技術部門

16:35 ～ 16:55 S12 防護ネット柵の高機能化による造林地の獣害対策

○静岡県 西部農林事務所

　　天竜農林局 森林整備課

●（株）ヤマイチネット

　　　防獣事業部

○大場　孝裕

●竹川　智　　●古屋敷　匠
森林技術部門

16:55 ～ 17:15 全体写真撮影

9:00 ～ 受付

◎発表会

課題

番号
所　　属 発表者及び共同発表者 部門

9:30 ～ 9:50 S13 有害鳥獣捕獲における錯誤捕獲防止の取り組み 群馬森林管理署 黒田　隆 森林技術部門

9:50 ～ 10:10 S14
○利根沼田森林管理署

●群馬県林業試験場

○小林　隆司

●山田　勝也
森林技術部門

10:10 ～ 10:30 S15 児童の関心を引き出す森林教室 埼玉森林管理事務所
本郷　さんご

土田　梨奈

森林ふれあい・

民国連携部門

10:30 ～ 10:40 休憩（10分）

10:40 ～ 11:00 S16 小笠原諸島における島民参加型の森づくりプロジェクト
○小笠原総合事務所 国有林課

●小笠原グリーン（株）

○山田　大翔

●横山　浩一　　●鈴木　遼平

森林ふれあい・

民国連携部門

11:00 ～ 11:20 S17 イヌワシの保全につなげる木材の利活用
○赤谷森林ふれあい推進センター

●（公財）日本自然保護協会

○神田　駿

●森本　裕希子

森林ふれあい・

民国連携部門

11:20 ～ 11:40 S18 林業の認知度向上のためのイベントの創造・実施
群馬県立農林大学校 農林部

農林業ビジネス学科 ２年
書上　陸斗

森林ふれあい・

民国連携部門

11:40 ～ 12:00 S19 山梨森林管理事務所
平田　和嗣　　田中　裕貴

遠近　深空

森林ふれあい・

民国連携部門

12:00 ～ 13:00 昼休憩（１時間）

13:10 ～ 14:00 特別講演「スマート林業推進のために国有林に期待すること」(国研)森林研究・整備機構森林総合研究所 林業経営・政策研究領域　鹿又 秀聡 様

◎閉会式

14:10 ～ 14:25 講評（15分）

14:25 ～ 14:40 表彰（15分）

14:40 閉会

単木柵と防草シートを活用した保育作業省力化の可能性

学校林活動による児童の森林に対する意識の変容について

－アンケート調査を活用した取組の改善－

※発表順及び発表課題名等については、予告なく変更となる場合がございます。ご了承ください。最新版のプログラムは関東森林管理局HPに掲載します。

２　令和７年２月１４日（金）（２日目）

時　　間 課題名

ドローンを活用した２度目の列状間伐の伐採方法の検討と伐採材積

の把握について

クマ剥ぎ発生要因の検討

～多資材と環境条件の複合評価～

令和６年度　関東森林管理局森林・林業技術等交流発表会　プログラム

１　令和７年２月１３日（木）（１日目）

時　間 課　題　名

スギ当年生苗生産におけるペーパーポットの実用性評価と気象条件

から苗木の初期成長を予測するモデルの開発

やらまいか！「齢級構成の平準化」と「新しい林業の実現」を目指して

「早生樹テーダマツの施業」

OWLの普及を目指して！

～下越地域における測定コスト縮減に向けた取組～



課題

番号
課 題 名 所 属

発表者及び

共同発表者
部 門

P1 山地災害からの復旧（現在の状況）と課題 下越森林管理署 村上支署 齋藤 紘希 森林保全部門

P2 小滝川源流域の大規模崩壊地における復旧治山事業について（経過観測） 上越森林管理署
合津　菜々実

黒木　康平
森林保全部門

P3 山腹工におけるICT（UAV写真測量）を活用した出来高管理 中越森林管理署
坂上　ちひろ

清宮　碧海
森林保全部門

P4 千葉県内の保護林における取組の紹介 千葉森林管理事務所 池田　一穂 森林保全部門

P5 芳ヶ平自然休養林の保全活動 吾妻森林管理署 中園　昭博 森林保全部門

P6 箱根・芦ノ湖風景林の針広混交林に向けた取組み 東京神奈川森林管理署 小林　智崇 森林保全部門

P7 列状植栽保育方法考察林の現況と考察 磐城森林管理署 尾関　洋 森林保全部門

P8
森林内での放射性物質の動き

－放射性物質は循環しているのか－

森林放射性物質汚染対策セ

ンター
伊藤　秀晃 森林保全部門

P9
スギ次世代エリートツリー等の認定に向けた優良木の選抜

－第三世代精英樹を含む交配系統からの選抜の取組－

○天竜森林管理署

●静岡県農林技術研究所

　森林・林業研究センター

◇森林総合研究所 林木育種センター

○弓桁　侑季

●袴田　哲司

◇松下 通也 ◇田村  明

森林技術部門

P10 矢大神国有林のエリートツリー試験地について 福島森林管理署 髙瀬　真里 森林技術部門

P11 ドローンを使用した薬剤散布の歩掛調査 群馬県林業試験場
山田　勝也

飯田　玲奈
森林技術部門

P12 12ヶ月未満苗の植栽後3年間の成長 日光森林管理署 角﨑　和夫 森林技術部門

P13 群馬森林管理署における労働安全対策について 群馬森林管理署

石栗　英人

山本　啓介

井上　ともの

森林技術部門

P14
地元要望による治山施設の施工事例

－真名畑地区取水場を守る－
棚倉森林管理署 長澤　亮太 森林技術部門

P15
シカの生息域拡大を防げ！

－八溝山周辺国有林ニホンジカ対策協議会発足６年目－

○茨城森林管理署

●棚倉森林管理署

◇塩那森林管理署

○菊池 毅　○藤田 進

●古川　登

◇金澤 裕子

森林ふれあい・

民国連携部門

P16 玉ねぎネット単木保護資材の普及啓発に向けた取組について 群馬森林管理署
小山　清二

永井　伶奈

森林ふれあい・

民国連携部門

P17 赤面山の荒廃したゲレンデ跡地の植林活動
○福島森林管理署 白河支署

●赤面山を緑にする会 事務局

○益子　紀之

●金澤　隆夫

森林ふれあい・

民国連携部門

P18 ネイチャーポジティブプロジェクトとの連携

○赤谷森林ふれあい推進セン

ター

●（公財）日本自然保護協会

○栗田　喜則

●森本　裕希子

森林ふれあい・

民国連携部門

ポスター発表コアタイム　発表課題

コアタイムでは、発表者がポスターの前に立ち、参加者と意見交換を行います。

なお課題番号が奇数の課題についてはコアタイム前半（13:10～13:40）にて、偶数の課題についてはコアタイム後半（13:45～

14:15）にて意見交換を行っていただきます。


